
＜平成２２年９月  第３回定例会 一般質問議事録より＞ 

◆４番（山本みちよ君） 

平和・文化都市・立川を目指して、１点目、平和についてです。 

立川市に国営昭和記念公園が誕生して間もなく 27年、かつては基地のまちと言

われた立川は、今、緑の美しい平和なまちとなり、理想的な文化都市立川を目

指して進んでいます。今日があるのも、悲惨な戦争や砂川闘争を忍耐強く乗り

越えてくださった方たちがいたればこそと感謝にたえません。また、平和とは

戦争がないという状態のことだけではなく、そこに生活している私たちの人権

が尊重され、安心して暮らせる環境を守ることであり、すべての物事の根幹を

なすものと考えます。１人の心の平和は家庭を平和に、そして地域を、さらに

は社会の平和へとつながっていく、この信念のもと、市民の側に立った政治姿

勢を貫いていきたいと思います。 

立川市では、平和を願い、戦争の惨禍を繰り返さないことを誓い、1992年３月、

立川市議会として非核平和都市宣言をされました。平和を求める声のある限り、

そして次の世代に平和のたいまつをつなげるために、私たちは英知を持ってこ

の平和を守り抜く使命があると思います。 

ここで、この平和都市宣言についての市長の基本的なお考えをお聞かせくださ

い。 

２点目に、平和都市宣言の碑へのアプローチについてです。 

旧庁舎ではロータリー中央に設置されていた平和記念像と平和都市宣言記念碑

が新庁舎に移設されました。先日、市民の方から、平和都市宣言記念碑の位置

が遠くて読めないとの指摘があり、早速確認してみました。確かに歩道からは

遠く、さらに記念碑の手前には植樹もされており、大変に読みづらい状態です。 

そこで、お伺いします。立川市として今後記念碑を移動するお考えはあります

か。また、移動できない場合、記念碑までのアプローチをつくるお考えはお持

ちでしょうか、考え方をお聞かせください。 

 

 



◎市長（清水庄平君） 

平和に関する御質問でございます。 

立川市は、過去の戦争を教訓として、 

戦争の惨禍を再び繰り返さないことを誓い、憲法を擁護し、市民が安心して暮

らせる平和都市である。 

－－と平成４年３月に平和都市宣言を行いました。 

私は、平和の願いとそのとうとさを訴え後世に引き継ぐこと、平和を希求する

心をはぐくむことは、悲惨な戦争を二度と繰り返さないために必要不可欠なこ

とと考えており、この宣言を尊重し、これまで平和や国際交流に関するさまざ

まな施策や事業を展開してまいりました。これからも引き続き世界平和を希求

し、市民が安全で安心して暮らせるまちづくりに取り組んでまいります。 

 

◎行政管理部長（小町邦彦君） 平和記念像の御質問でございます。 

庁舎西側にございます平和記念像と平和都市宣言の碑は、平成７年８月に旧庁

舎に設置されたものを庁舎移転にあわせて移設したものでございます。 

移設場所につきましては、限られた敷地の中で、地下埋設物等を考慮し、庁舎

周辺を通行される市民の方にもごらんいただけるような場所に設置しておりま

すが、樹木の葉が茂り見えにくい状況と現在なっております。 

そこで、この碑の持つ意味をより多くの市民の皆様に知っていただくため、樹

木の移設や平和記念像の周りを芝生化する等、アプローチをよくする方策を検

討し、今議会でお願いする補正予算の改修工事の中で対応を図ってまいりたい

と考えております。 

 

◆４番（山本みちよ君） 

平和都市宣言について市長のお考えを聞かせていただきました。 



日本では戦後 65年がたちました。しかし、世界を見ればいまだに戦争や紛争が

絶えることはありません。そして、その犠牲者は子どもであり、母であり、未

来ある青年です。平和とは何もせずに続くものではありません。戦争を引き起

こす根っことなる自分さえよければという利己主義の心を排し、次の世代の平

和の心をつなぐために具体的な行動として何ができるのか。非核平和都市宣言

をした我が立川市として、今後どのように平和へのメッセージを発信し続け、

また平和教育に取り組まれるのかをお聞かせください。 

 

◎行政管理部長（小町邦彦君） 

平和に対する取り組みでございます。 

平和都市宣言に基づいた取り組みというのは大変重要なことでございまして、

その取り組みは継続することが大事かなというふうに考えております。現在、

生涯学習の一環として８月から秋にかけまして講座とか写真展を実施している

ところでございます。今後につきましても、平和都市宣言の改めての周知と、

それからこのような平和事業をうまくミックスいたしまして、広報等を活用し

まして広く市民に平和の大切さを訴えてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 

 


